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選
挙
を
明
る
く
正
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
が
、
政
治
を
明
る

〈
正
し
い
も
の
に
つ
な
が
る
の

は
当
然
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
し
て
投
票
し
ま
し
ょ

、づ，。
単
に
人
柄
が
よ
い
と
か
、
義

理
・
人
情
と
い
う
忠
由
だ
け
で

「
人
」
を
選
ぶ
こ
と
は
危
険
で

す。
今
の
政
治
を
見
れ
ば
、
や
は

り
政
党
的
政
策
や
日
常
活
動

な
ど
を
よ
く
注
意
し
て
見
て
、

参
議
院
と
は

国
会
的
第
二
院

議
員
の
数
は
二
百
五
十
二

人
で
、
百
人
は
全
医
区
、
百

五
十
二
人
は
地
方
区
か
ら
選

出
さ
れ
る
。

任
期
は
六
年
で
、
三
年
ご

と
に
議
員
の
半
数
が
改
選
さ

れ
る
。衆

議
院
に
加
え
て
参
議
院

を
設
け
て
、
よ
り
完
全
に
国

民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
衆

議
貝
の
独
走
を
制
し
、
お
ぎ

な
う
役
目
を
も
っ
て
い
る
。

議
員
の
被
選
挙
権
は
、
一
ニ

十
歳
以
上
で
、
老
練
な
議
員

に
よ
る
少
数
精
鋭
主
義
的
審

議
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
。

解
散
ほ
な
い
。

立
の

置
一
照
明
る
い
政
治
へ

「
政
党
」
を
選
ぶ
こ
と
が
賢
明
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

τ、

自
分
の
選
よ
ベ
き
人
物
を
き
が

す
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
な
ど
を
と
お
し
て
の

政
見
放
送
は
、
好
感
が
も
た
れ

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

意
が
も
た
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
傾
向
に

は
大
き
な
危
険
が
あ
り
ま
す
。

感
覚
的
な
ム

1
ド
の
か
も
し

だ
す
中
で
、
多
く
の
人
々
が
そ

れ
に
お
ぼ
れ
て
、
選
挙
町
本
質

を
見
失
う
お
そ
れ
が
多
分
に
存

在
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ム

l
ド
に

お
ぼ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
え
ず

批
判
的
な
阪
を
開
い
て
い
ま
し

ト晶、サ，。

長
い
目
で
政
治
の
見
と
お
し

を
た
て
る
代
表
者
を
選
ぶ
こ
と

で
す
。

任
期
が
六
年
間
で
あ
る
け
れ

ど
、
こ
の
間
に
も
重
要
な
国
策

が
承
認
き
れ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
効
果
は
、
何
年
・
何
十
年
と

続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
長
期
的
に
み
て
国
民

に
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
こ
と
が

決
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
し
わ
よ

狙いを定めて

;t:;戸在行

公
務
等
で
当
日
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は
不
在
者
投
票
を

選
挙
す
る
方
は
、
選
挙
当
日

投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
す
る
の

が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
用

務
等
で
、
当
日
に
投
票
で
き
な

い
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
は
:
・

市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会

(
各
支
所
、
各
行
政
連
絡
所

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
)

期
間
は
:
:

六
月
十
四
日
か
ら
七
月
六
日

ま
で
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
土
・
白
眼
目

も
平
日
と
同
じ
J

理
由
は
・
・
・
，
.. 

①
投
票
当
日
に
公
務
や
勤
務

な
ど
の
た
め
自
分
の
投
票
区

域
外
に
お
い
て
戦
務
に
従
事

し
て
い
る
者
。

②
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た

め
当
日
他
市
町
町
村
に
滞
在
し

て
い
る
者
(
例
:
・
・
:
お
産
的

手
伝
い
・
以
前
か
ら
予
約
し

て
い
た
旅
行
・
法
事
・
病
気

的
看
病
な
ど
。
)

③
妊
娠
・
老
衰
・
病
気
・
負

傷
・
不
具
な
ど
の
た
め
に
歩

行
が
た
い
へ
ん
悶
雑
で
あ
る

場
合
。

④
指
定
さ
れ
た
病
院
に
入
院

L
Z
い
る
患
者
。

③
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
二

日
以
降
我
孫
子
市
に
住
民
登

録
の
届
出
を
さ
れ
た
方
。

ま
た
、
他
市
町
村
の
方
で

本
市
に
滞
在
し
て
い
る
方
は

本
市
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
〈
て
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

地
内
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

本
人
が
直
接
詩
求
す
れ
ば
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
方
法
は
:
:
。

投
票
当
日
不
容
で
あ
る
事
由

を
選
挙
管
理
委
員
会
に
口
頭
で

申
し
立
て
、
用
意
し
て
あ
る
宣

誓
書
に
自
書
で
記
載
、
抑
印
す

れ
ば
、
す
ぐ
に
投
票
で
き
ま
す
。 橋

渡
し

せ
は
、
国
民
自
身
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

棄権は 危険

全
国
的
な
視
野
を
背
景
に
も

ち
、
ま
た
、
国
政
を
行
う
場
合

に
も
一
箱
広
い
国
際
的
視
野
を
も

っ
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
代

表
者
を
選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し

ト降、勺，。基
本
的
に
は
、
私
た
ち
国
民

的
政
治
的
意
識
と
関
心
を
示
す

選
挙
の

で
き
る
方
は

参
議
院
議
員
選
挙
に
投
票

で
き
る
方
は
日
本
国
民
で
、

次
の
要
件
を
備
え
、
永
久
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
す
。

曹
昭
和
二
十
九
年
七
月
八

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
二

十
歳
以
上
の
方
。

V

昭
和
四
十
九
年
三
月
十

一
日
ま
で
に
転
入
居
出
を

し
た
方
で
、
引
き
続
き
一
ニ

ヶ
月
以
上
住
民
基
本
台
綬

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

こ
と
が
も
町
を
い
う
の
で
あ
り
、

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
自
身
が
長
い
日
で
見
と
お
し
、

幅
広
い
視
野
を
も
っ
て
考
え
る

こ
と
が
重
要
な
こ
と
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
一
人

の
も
つ
一
察
を
、
正
し
く
行
使

す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
活

を
よ
り
良
〈
し
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

布
佐
の
投
票
区
域
が

一
部
変
わ
り
ま
し
た

布
佐
東
の
一
部
内
地
区
・
都

地
区
内
投
票
区
が
図
の
と
お
り

変
更
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
赤
の
点
線
で
区
切

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
極
的

選
挙
か
ら
は
、
赤
の
実
線
で
区

切
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
赤
の
点
線
か

ら
実
線
ま
で
の
聞
に
住
ま
わ
れ

て
い
る
布
佐
東
地
区
内
一
部
門

方
は
、
第
九
投
票
区
と
な
り
、

投
票
所
は
布
佐
中
学
校
に
な
り

ま
す
。赤

の
実
線
か
ら
都
地
区
方
面

の
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
都
青

年
館
が
投
票
所
で
す
。

午前7時から

午後7時まで
事時間

政 治 は

欄錨1

914 

主 役 で すあ なた が



(2) 

第 3投票区投票完売
意見孫子第 3小学校

第3小学校

差是足立法(東急)

鎮でか患こむのiこご用心

第13投票区投票所
湖北会E霊小学校
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915 

入
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(3) 

ー
戦
線
子
駅
前
土
地
臨
画
麓
盟
審
議

i

共
総
設
(
遂
時
間
、
公
開
閥
、
広
場
)

充
当
潟
地
丹
東
授
を
急
い
で
い

ま
す
が
、
抽
側
品
伊
移
緩
和
司
た
め

49. 告. 16 

品
料
相
骨
子
同
帆
叫
閉
ま
抽
地
区
画
整
理

事
業
は
、
時
昨
年
末
に
知
事
の
認

可
が
お
号
、
正
式
に
事
業
決
定

し
て
世
帯
嘘
輔
の
間
関
鞘
聞
で
議
々
と
進

ん
で
い
ま
す
.

終
判
相
手
関
駅
情
期
や
み
抽
崎
ば
協
調
酎
蹴
四
期

務
紬
親
会
同
伸
、
税
対
掛
照
的
総
数
十
お

{
所
有
機
構
骨
か
ら
渓
名
、
融
問
仙
期

総
脅
か
ら
一
品
名
滋
出
向
・
品
午
紬
剛
刊
臨

時
脱
者
約
う
ち
議
長
遂
後
二
名
)

の
う
ち
ん
ハ
名
却
炉
遜
治
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
相
場
夜
、
所
存
者
か

ら
選
出
さ
れ
る
委
員
二
名
に
つ

い
て
の
繍
充
選
挙
の
事
務
を
進

め
て
い
ま
す
@

審
議
会
同
持
、
一
繋
属
開
館
前
倒
見
選
絞

め
間
間
帯
品
あ
る
い
は
後
泌
総
闘
な

ど
に
つ
い
て
油
機
謝
料
品
鳴
的
一
人
一

人
め
ど
慾
閥
均
ご
品
朝
刊
臓
を
十
分

絞
殺
し
て
い
た
だ
き
、
常
世
帯
婚
を

氏
、
盗
品
別
に
滋
め
て
い
く
う
え
で

機
創
刊
お
と
絡
将
棋
唱
の
パ
イ
プ
役

と
も
い
う
べ
き
役
蜘
闘
を
も
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
飽
の
事
務
と
し
て
‘
公

主
ヨ
-622己主主尊
ZE---22一言一塁
32ggzgAAg一
一
第
一
立
等
霊
裳
】
ニ
守
票
泣
言
霊
祭
一
両
喜
一
一
諸
君
雲
総
量
釜
忽
吾
奈
主
筆
霊
走
霊
ロ
萎
丞
寝
室
忌
2
2
護
霊

申
心
的
ほ
か
に
、
所
得
に
附
関
係

な
ぐ
、
一
僚
に
補
助
金
を
交
付

す
る
制
肢
を
新
に
総
け
ま
し
た
事

wv
対
象
と
な
る
方
は

お
チ
き
ん
を
制
執
浪
治
絵
師
舗
に

鴻
縄
開
幽
き
せ
て
い
る
即
時
護
者
で

次
町
、
幾
件
を
み
た
す
方
で
す
。

①
昭
和
四
十
九
年
五
月
一

g
現

在
で
、
就
学
前
一
年
内
題
用
品

を
通
麹
き
せ
て
い
る
方
。

②
支
給
日
現
在
問
兇
と
と
も
に

翁
出
円
に
お
住
み
の
方
。

撃
機
軸
刷
会
蛸
醐

胤
閥
倒
見
…
人
に
つ
器
‘
彬
側
関
と

や
問
。

品
中
繍
聞
の
乎
統
魯
や
詳
細
細
は
‘

h

粒
子
緩
め
通
関
し
て
い
る
幼
数

回
闘
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
e

(
教
背
委
員
会
)

権
利
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力

を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉱
閉
ム
骨
格
慨
以
外
的
来
釜

ia鶴雄輔論調!隠911111:;iil
捕轍論議議縄線弾耀
公平ム点幼稚留に通癒している方
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&師"[} 揚

市
は
、
所
咽
枠
制
制
問
棋
に
よ
る
総

閲
奨
勤
務
補
助
金
(
浅
在
実
捻

認
の
織
利
、
主
に
品
開
抽
描
棉
鳴
を
増

告
し
て
い
た
だ
い
て
お
号
ま
す
。

こ
の
ゆ
僚
に
よ
っ
て
、
務
緩

ん
判
鍋
制
終
的
滋
犠
・
蜘
酬
が
峨
峨
蜘
指
し
た

り
、
脳
同
燥
地
期
的
蜘
制
緩
や
後
泌
総

分
が
滋
ん
で
い
事
ま
す
e

軍
部
品
用
敬
遊
棟
一
銀
・
嫁
-
一
醐
碑

M
M
務
転
し
ま
す
。

六
月
十
日
か
ら
八
月
二
十
円
口

(
予
定
)
ま
で
、
石
議
ゑ
糸

(
株
〉
隣
町
制
神
宮
市
改
議
事
務

所
は
、
改
築
の
た
め
市
役
所

奴
滅
的
競
滋
派
内
{
後
総
前
後

続
出
川
総
…
…
附
閃
九
)
へ
判
明
緩
い

た
し
ま
し
た

〈
郷
小
巾
改
淡
崎
勝
一
縄
開
)

締警告書れいi二しよう

災

L
い
磯
崎
鳴
の
も
と
で
揃
惜
し

い
然
体
的
を
滋
う
フ
と
、
常
務
級
協

協
会
的
み
な
さ
ん
は
、
み
や
品
る
五

月
十
九
回
目
‘
い
っ
せ
い
に
自
国
名

付
絞
め
ゴ
ミ
処
緩
や
縫
廿
早
川
崎
取

り
を
行
な
い
ま
し
た
。

防
地
区
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
方

々
は
、
手
賀
泡
沿
い
の
遊
歩
道

内
清
掃
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

む
や
み
に
ゴ
ミ
を
捻
て
た
9

し
な
い
明
、
、
線
級
ぐ
る
み
で
潔

酬
明
然
化
い
い
つ
と
め
、
仲
間
み
よ
い

ま
も
を
つ
く

q
ま
し
ょ
う
。

二
十
五
歳
を
迎
え
た

家

庭

裁

判

所

区E喜望室翠が予定事れている我孫子絞善意遂号

家
庭
内
平
和
的
維
持
と
非
行

の
あ
る
少
年
の
鯵
余
な
脅
威
と

い
う
岡
目
的
問
を
か
か
げ
て
、
削
哨
釦
刊

一
一
十
間
関
年
一
月
一
聞
に
淡
綴
総

務
紛
が
然
厳
し
て
か
ら
、
今
年

は
ち
ょ
う
ど
ぶ
十
五
関
川
崎
小
に
あ

た
時
ま
す
.

こ
り
ふ
十
五
年
間
に
全
国
内

家
庭
裁
判
所
で
と
り
扱
っ
た
事

鈴
の
教
は
、
約
二
千
三
百
万
件

で
す
。4T築

家
庭
裁
判
所
管
内
で
凶

蕊
十
六
万
品
開
と
な
っ
て
お
り

一
一
線
陣
轡
の
方
も

様
祉
部
金
を
受
け
ら
れ
ま
す

酪
障
害
復
社
年
金
は
、
い
ま
ま

で
一
級
の
綜
害
者
に
線
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
か
ち

比
較
的
経
い
二
級
の
陣
容
者
に

も
支
給
き
れ
ま
す
。

時
間
同
同
六
万
m
門
〈
同
月
叩
晶
子
向
〉

で
す
e

い
ま
、
年
齢
肺
が
一
一
十
殺

か
ら
六
十
九
議
ま
で
の
方
で
、

付
制
淡
か
ら
一
一
品
開
慾
盛
岡
に
該
当
し

て
い
る
方
も
、
療
生
年
食
な
ど

ほ
か
の
年
金
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
忍
汚
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

晴
間
品
事
的
手
続
き
や
詳
し
い

と
は
留
保
年
金
謀
、

(
国
保
年
金
課

出
口
調
抗
凶
持
、
家
前
世
審
判
事
件
が
約

二
十
ぷ
一
H
称
、
納
得
議
e

糾
げ
が
約

三
万
鈴
、
少
年
制
体
線
事
件
が
約

一
品
十
万
品
げ
で
す
除

術
学
俳
汁
の
う
ち
増
加
期
的
著
し
い

の
は
、
家
柑
帯
務
停
事
件
で
す
。

ま
た
、
品
取
近
は
、
議
質
な
非

行
や
、
い
わ
ば
「
貧
し
き
ゆ
え

の
非
行
」
が
影
を
ひ
そ
め
た
か

わ
与
に
、
官
芋
楽
的
、
せ
つ
な
約

な
非
民
"
が
お
ん
ぶ
つ
よ
う
に
な
り
、

紙
匁
令
湯
舟
少
年
串
中
流
N
M
上

的
家
臨
臓
の
少
年
め
維
持
"
が
ふ
え

て
事
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
鰍
税
叫
織
削
悶
瞬
時
化

す
る
峨
郡
市
常
務
停
や
脚
質
的
問
に
変
わ

っ
て
い
く
少
年
議
終
に
応
ず
る

た
め
、
家
出
絶
叫
鵠
創
刊
誌
問
は
、
法
律

に
よ
る
解
決
だ
け
で
な
く
、
広

く
社
会
の
協
力
を
求
め
、
心
理

学
な
ど
の
人
路
一
行
動
に
開
摘
す
る

器
投
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は

大
丹
中
に
年
金
証
識
の
提
出
金

品
品
鮎
抑
制
期
後
年
金
や
隊
縁
側
樹
被

年
余
金
受
け
て
い
る
一
方
で
、
ま

だ
帯
用
へ
年
金
鉱
畿
を
問
調
山
偏
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
六
月
三
十
日

ま
で
に
組
提
出
山
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
叫
が
盟
諸
れ
ま
す
と
、
九
月

六
目
的
支
払
呂
に
開
間
に
合
わ
な

〈
な
り
ま
す
の
で
、
怠
れ
ず
に

援
出
し
て
く
だ
さ
い
e

な
お
、
本
年
一
月
一
忍
以
後

に
転
入
き
れ
た
方
は
、
模
住
所

地
の
品
間
体
証
鳴
が
必
婆
で
す
の

で
、
合
わ
せ
て
柑
露
出
し
て
く
だ

さ
い
a

(

留
保
年
会
議
}

務
科
学
や
経
学
も
活
用
し
て
、

問
問
題
的
援
本
品
切
な
即
時
決
を
は
か

る
と
と
も
に
、
田
園
民
の
み
な
さ

ん
に
綴
し
ん
で
も
ち
え
る
よ
う

い
ろ
い
ろ
の
ヱ
炎
を
績
み
か
さ

ね
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
文
字
ど
う
号
国
授

の
た
め
の
設
相
判
所
と
し
て
、
今

後
い
ご

τ?発
展
し
て
い
〈
ょ

う
努
力
し
て
い
ま
す
e

〈
子
細
燃
駒
郡
絞
殺
制
判
紛
〉

ね

た

き

り

人

家
庭
奉
仕
員
を
募
集

ね
た
き
号
老
人
的
家
庭
を
た

ず
ね
て
‘
身
再
開
問
号
何
世
話
を

し
て
い
た
だ
く
奉
役
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

甲掛開悼惜

γ

五
十
機
牛
車
絞
め
女
像

で
滋
人
摺
揃
札
慨
に
務
総
と
蹴
澗
絡

を
持
っ
て
い
る
官
庁
@

wv
晶
再
品
羽
織
湾
総
務
総
十
九
年

心
身
時
障
害
児
(
線
終
薄
弱
者
)

の
家
庭
を
た
ず
ね
て
、
発
的
問
問

り
阿
世
話
、
朝
刊
談
、
時
期
設
を
あ

た
え
て
い
た
ど
く
務
詮
爽
を
務

総
し
て
い
ま
す
。

帯
情
柑
帽
ぷ
十
蝿
隅
来
線
的
女
掛
間

で
心
身
隊
機
〈
蹴
鞠
抽
押
湾
総
〉

に
灘
鮮
と
鴎
問
品
開
を
も
っ
て
い

る
方
。

V
皿
宜
付
期
間
昭
和
問
間
十
九
年

六
月
↓
六
日
か
ら
三
十
君
。

曹
採
用
人
員
一
名

く
わ
し
〈
は
厚
生
家
へ

(
後
)
八
一
一

l
一
…
五

六
月
十
六
旨
か
ら
三
十
日
。

V
採
用
人
員
一
名

く
わ
し
く
は
厚
生
祭
へ

(
抵
)
八
一
一

l
一
…
五

鳴
る
く
安
全
な
職
場
づ
く
号

の
た
め
に
、
同
市
で
は
中
小
金
業

に
設
備
近
代
佑
融
資
制
制
度
を
も

う
け
ま
し
た
。
ご
利
濁
く
だ
さ

V
申
・
ぬ
畏
付
期
間
綴
税
関
十

九
年
州
問
阿
月
か
ら
十
一
…
悦
月
〈
幾

何
川
一
日
か
ら
十
nM
〉

世
マ
鼎
・
ぬ
岨
咽
蹴
間
耐
叩
役
所
目
聴
議
後

制関繍開。

V
袋
持
条
件

一
貸
付
期
間
原
剣
と
し
て
五

年
償
還
(
据
積
一
年
を
含
む
)

ユ
利
怠
無
利
子
。

事
貸
付
額
十
万
阿
以
上
八
一
白

万
制
円
以
下
。

く
わ
し
く
は
雌
眠
術
綴
興
謀
、

湖北会支所
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露
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掛
丹
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間
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ム
関



七
月
六
日
オ
ー
ブ
ン

い
よ
い
よ
水
の
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
。
挙
資
制
刑
公
開
閣
制
崩
問
中
期
制
民

プ

i
ル
N
H
、
七
月
六
器
オ
ー
プ

ン
で
す
。

‘品相禍見細則プ

i
ん
も
で
き
ま
し

た
の
で
ご
創
刊
岡
市
く
だ
杏
い
‘

軍
制
判
期
制
剤
師
開

。
七
月
一
日
か
ら
L
U
例
月
二
十
日

ま
で
は
土
・
日
醐
輔
自
の
み
。

O
七
月
二
十
一
尽
か
ら
八
閥
均
一
日
一

十
一
円
詰
ま
で
は
報
部
U
M
利
用
m
可。

曹

料

金

大
人
間
十
丹
、
小
人
〈
山
中
学

ゑ
ま
で
〉
二
十
向
。

回
数
券
は
六
枚
一
経
で
ふ
〈
人

二
百
円
・
小
人
叩
闘
将

4

8
φ
G
φ
@
m
w
 

少
年
野
球
大
会

m
w
m
w
g
φ
φ
φ
 

穴
月
東
自
ま
で
に
申
込
み
を

r; 
少
年
同
府
燥
大
会
を
次
め
と
必

り
行
な
い
ま
す
の
で
、
品
持
議
一
者

は
4
・'
i
ム
を
嗣
糊
成
し
て
申
込
み

く
だ
普
い

6

w
w
内
大
会
的
小
学
生
的
部
で

優
賞
し
た
チ

!JAは
、
子
議
問
附

少
年
齢
制
球
大
会
の
ブ

n
y
ク
手

掛
端
に
参
加
で
き
ま
す
e

マ
参
加
資
格
市
内
に
絞
ん
で

い
る
小
・
申
学
ゑ
で
、
責
任

あ
る
成
人
的
援
導
者
が
代
畿

者
と
し
て
、
編
成
す
る
十
二

名
以
上
の
チ

i
ム。

小
学
般
的
部
は
T

島
知
市
ゑ
ま

℃
、
中
学
生
の
献
酬
は
小
学
校

六
年
松
山
お
よ
び
・
中
学
生
で
総

統
す
る
チ

i
ム。

帯
出
申
込
み
出
申
込
み
診
に
所
察

事
裁
を
総
入
的
、
7
え
、
六
月

三
十
読
ま
で
に
吋
伐
材
開
子
郵

便
局
内
・
平
林
蹄
師
事
〈
』
あ
て

議事

wv
臨
時
間

午
約
九
臨
時
か
ら
午
線
十

γ将

や
約
十
二
時
吋
か
ら
午
後
二
時

午
後
三
柑
吋
か
ら
午
後
五
時
吋

九
州
脇
入
替
制
刷
の
た
め
、
こ
の

待
問
以
外
川
体
制
刊
闘
用
で
き
ま
サ

ん
。
)

V
泌

窓

小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
、

保
総
務
と
ご
い
っ
し
ょ
に
@

水
中
メ
が
ネ
の
後
間
m
H
H
禁
じ

ま
す
。

V
ブ
ー
ル
の
貸
し
綴
り

午
後
五
時
吋
以
後
で
終
用
料
金

は
こ
千
開
円
で
す
。

に
取
込
み
く
だ
さ
い
。

曹
総
合
せ
各
チ
ー
ム
刀
代
表

者
と
七
路
上
旬
(
問
調
に
滅
却
測

し
ま
す
J

に
打
合
せ
の
う
え

く
じ
で
決
め
ま
す
。

軍
統
合
方
法

E

小
学
生
内
線
、

中
学
生
の
総
に
分
け
て
、
七

回
開
戦
ト

i
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

行
な
い
ま
す
。

マ
野
球
樋
輔
絞
殺
予
+
巾
営
球
機

軍
閥
相
畿
学
校
で
体
擦
を
す
る

制
繍
援
で
、
網
開
?
?
は
必
ず
つ
け

る
こ
と
。
ス
パ
イ
ク
H
M
佼

m

T
き
ま
せ
ん
巴

V
期
間
七
月
一
一
・
十
八
日
か
ら

の
干
減
。

曹
漆
幽
職
先
我
柑
郁
子
市
下
ヶ
戸

四
七
銭
判
明
子
郵
便
局
内

w
T
林
静
岡
夫
(
八
一

0
0

0
一番。

7月12・13・1413

湖北
まつり

や減殺祭量密好会糸~
市震コfーんで3正気{こはしゃぐチKッ子たち

棋
院
総
丸
山
初
出
生
取
争
議
白

山
続
二

l
氏
二
(
五
千
ザ
〉

描
中
艦
艇
臨
時
〈
っ
か
け
〈
に
お

滋
潟
市
町
仏
一
一
戸
例
会
東
一
ニ

i
八

一
〈
一
一
千
三
玄
関
十
句
〉

…
一
一
般
臼
村
議
霊
園
際
機
北
ム
同
七

i
一一一九

i
m問
。
二
(
一
千
七

十
詰
八
十
す
)

ツ
反
再
開
口
絵
は
、
六
月
一
段

号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
、
お
知
ら
せ
織
の
淡
に
鋲
9

が
あ
り
ま
す
の
で
も
カ
レ
ン
ダ

i
内
的
問
口
訟
で
実
絡
し
ま
す
e

お
間
違
い
め
な
い
よ
う
会
場

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
宅
予
防
法
的
役
政
に
よ

号
、
一
一
一
級
ま
で
に
h
0

・
c
'
G

の
予
防
機
後
を
一
削
凶
品
丸
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
ツ
一
足
以
A
Z
け
な
く
て

よ
い
こ
と
に
な
号
ま
し
た
。

向
附
健
課

緩
和
サ
九
月
域
災
総

L
て
い
る

一
一
一
品
風
間
九
餓
出
掛
診
断
を
今
年
は
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
に
し
ま
す
。
用
期

総
を
六
R

月
下
旬
か
七
月
初
旬
h
h

各
λ
に
唱
期
待
し
ま
す
の
で
、
間
同

制
判
的
総
明
書
を
よ
〈
秘
挑
ん
で
記

入
し
、
品
柑
保
帥
問
所
ま
で
返
脳
同
し

て
下
惑
い
@

今
回
は
、
級
品
刊
践
十
六
年
…

月
一
日
か
ら
六
月
三
十
読
ま
で

の
治
生
掃
加
が
対
象
で
す
。保

総
務

千
葉
問
時
的
移
動
滋
番
館
〈
ひ

か
れ
ツ
ザ
)
が
我
孫
子
に
ま
い
り

ま
す
e

無
料
で
す
の
そ
ご
利
用

下
き
い
。
総
し
く
は
、
教
榔
将
棋
官

開
問
会
技
会
教
育
課
へ
。

的
地
問
山
知

u
u
n
u
n
M
 

柏

白

川

山

総

幻

ハ

リ

純

n
n
n

6

8

9

 

郵
梗
ポ
ス
ト
が
付
き
ま
し
た

ぬ
W

悼
ザ
ナ
融
問
附
胤
岡
崎
町
ご
好
慾
に

よ
号
、
車
部
後
ポ
ス
ト
が
次
の
と

h
O
9
中
市
内
ぷ
ヵ
所
に
綾
田
龍
寺
れ

ま
し
た
。

大
い
に
ご
将
殿
く
だ
さ
い
e

v磁
鯨
岨
暗
部
閉

。
筏
孫
子
開
駅
北
関

。
品
判
明
悌
子
市
役
所
玄
関
綴

。
久
守
家
地
復
〈
久
市
中
家
五
五

五
伊
館
時
蹴
附
印
刷
劫
倒
)

。
久
命
家
巡
り
(
品
料
時
期
?
?
九
二

Oi--一
金
子
満
開
防
総
〉

。
料
相
本
柏
崎
ぼ
(
長
太
郎
畑
山
総
管

殺
事
務
所
際
)

叫
欄
貌
相
談
離
が
巡
関
し
ま
す

七
例
月
の
納
税
務
後
世
中
を
次
め

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
納
税
に
不
綾
な
総

阪
め
み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た

も
の
で
、
市
山
総
(
同
開
定
資
産
・

都
市
制
刑
制
抑
制
樹
、
+
m
-
擦
問
問
税
、

師
世
弱
齢
制
端
部
制
鴨
)
と
附
開
問
問
幾
康
保

険
緩
や
回
出
民
年
愛
者
出
張
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
そ
す
令

な
れ
相
、
続
的
相
側
州
械
も
合
せ
て

承
号
ま
す
の
で
、
ご
お
潟
く
だ

さ
い
。

市役所官官!こ設霊堂Lt:ポスト

言実
談

本箆
キ隠

行 政
人権擁

場所tま布イ畿支所iこ J

選Eわ号ました。

員長 交宣霊祭主主、土地!湾総、家路

間総など必総ごとがあ号ました

ら、こご気軽にど務総〈だささい@

重軽)jj!主祭奪事です。

家 康 誠 査tニ
ニ寸鶏力者t

華寺 : 6 J'l25B色1<)合問

豪括主義 (1脅改nsも含む) された

カについての極主主張そ産税事主定的

ための家主義側交を、五莞在行なっ

てお')ますe

持， 1支持;資産税後誇李総有~j)j)員が

家主義的内外j設作、材料、総織な

どについて、おうかがL‘いたし

ますのでご協力 <t!さも、

?韓民税・爆災税のき露i翼草分です

8月28B (金)

正予約音信寺30分一午後4時

。場所事~~詩ゆ綴後センタ一

議事誌は私たまうの生.泌を明るく量豊か

にするための糠です。

今月の飽き長徴収l主、ミえのとお

'Hすない.ますので、ご利殿下さ

@闘終

6月の鱗等晃司
内
識
は
こ
ち
ら

内
時
制
を
希
望
す
る
方
、
町
内

絞
殺
を
お
求
め
の
労
の
た
め

に
千
葉
県
内
務
秘
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
、

山
内
験
者
丹
綴
介
宅
山
内
職
技
山
間

の
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す

6

く
わ
し
く
は
判
明
綿
酬
と
ン
タ

i
へ
千
楽
街
亥
鼻
ニ

I
九

i
一
吋
…
〈
抵
〉
〈
U
m
悶七一一
25552

一一

一
;
一
一
一
七

O
-
二
一
七
三

J¥ 

五広報省主くらし iニわたしたちの
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